










〈緒言〉 

 川崎病後の心臓障害は主として冠動脈異常に基づくものが多く,著者らは従来よりこれ

ら冠動脈病変に対しA-C bypass術を中心とした外科的療法の確立を目的として検討してき

た。一方,川崎病による僧帽弁閉鎖不全(MI)は頻度は少いものの,時に僧帽弁置換術を必要

とする重篤な場合も経験する。著者らは最近,本症における MIの発生原因として従来指摘

されている乳頭筋不全及び弁膜炎の 2つの発生因子によると思われる症例を経験したので，

その臨床経過を呈示し,これらの発生要因とその予後に関して検討したので報告した。 


